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―平成 30年度清瀬市児童センター事業― 
                        

 

私たちのねがい 

       清瀬市児童センターを・・・ 

★ 友達を大切にするところにしよう 

★ 手と手・心と心がふれあうところにしよう 

★ 夢や願いをかなえるところにしよう 

★ 子どももおとなも居心地よく集うところに 

しよう 

  ★ 笑顔がたくさんあふれるところにしよう 

     

 

 

 

１．事業運営の基本的考え方 

子どもの遊びやスポーツ、文化の拠点とする。 

（１）子どもの心と体の健やかな育ちができるよう、居場所としての機能をととのえる。 

（２）子どもの権利を大切にする。 

（３）楽しく子育てができるような環境を整備する。 

（４）豊かな人間関係が築けるよう、子どもを中心にした多世代交流の場とする。 

（５）子どもや親や地域の人が主体的に参画できるよう機会を設ける。 

事業方針  『夢や願いをかなえる児童館』 

 

２．重点課題 

（１）支援を必要としている子どもたちへの環境整備 

次代の社会を担う子どもたちが健やかにのびのびと子育ち出来るよう、児童青少

年（小・中・高生）の健全育成を目的として、様々な遊び、相談、支援を行う。 

 

（２）放課後子ども教室学習の充実 

研修や情報共有の機会を通して学習アドバイザーのスキルアップ等を図る。また、

学童クラブとの連携行事を行い、より充実した放課後子ども教室にしていく。 

 

 

資料４   

第２回地域福祉推進協議会 

平成３０年３月１９日 
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平成 30年度児童センター活動計画 
 

事業種別 ねらい 内容 対象 

遊び場提供 

・安心安全な遊び場提供 

・想像力（創造力）育成 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を育む 

・球技等 

・玩具類の貸出 

・自由工作 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

季節行事 

・日本伝統行事を知る 

・四季を楽しむ 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｰの構築 

・季節飾り 

・伝承遊びや工作 

・季節の音遊び 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

乳幼児事業 
・親子で触合い、楽しむ 

・親子体験の共有 

・プラレール 

・親子工作 

・リトミック 

・紙芝居、読み聞かせ 

・手遊び、体操 

乳幼児親子 

青少年育成事

業 

・ﾘｰﾀﾞｰ育成 

・ﾘｰﾀﾞｰの資質向上 

・主体性、責任感を養う 

・自己肯定感を育む 

・JLC事業 

・少年少女ﾛﾎﾞｯﾄｾﾐﾅｰ 

・中高生企画ライブ 

・けん玉チャレンジ 

小学生 

から 

高校生まで 

科学工作 

・身近な科学を知る 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｰの構築 

・探究心を育む 

・りか☆らぼ 

①糸電話と音の振動 

②太陽風車 

③偏光板万華鏡  等 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

多世代交流事

業 

・多世代交流の場を提供 

・表現の場を提供 

・バースデーフェスタ 

・一日どうぶつ村 

・なんでも発表会 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

外部企画事業 

・地域の専門性を提供 

・地域の教育力を提供 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｰの構築 

・人の見える地域を育む 

・桜餅、茶道体験 

・ｵｰｹｽﾄﾗ体験、鑑賞 

・伝承遊び工作 

・おもちゃ修理 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

出前事業 
・児童館未設置個所への 

 遊び提供及び支援派遣 
・竹丘出前児童館 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

下宿児童館事

業 

・安心安全な遊び場提供 

・想像力（創造力）育成 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を育む 

・球技等 

・玩具類の貸出 

・自由工作 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 
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事業種別 ねらい 内容 対象 

野塩児童館事業 

・安心安全な遊び場提供 

・想像力（創造力）育成 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を育む 

・球技等 

・玩具類の貸出 

・自由工作 

乳幼児親子 

から 

高校生まで 

放課後子ども教室 
・放課後児童の安全安心 

 な居場所づくり 

・まなべーの実施 

・運営委員会の開催 

・スタッフ会議の開催 

・スタッフ研修会実施 

市内公立 

小 学 生 

夏季少年体育大会 

・スポーツ活動による 

健全育成を図る 

  

・少年体育大会開催 

①野球 

②卓球 

③剣道 

④ソフトテニス 

小学生 

から 

中学生 

各種会議等 

・児童の健全育成 

・青少年の健全育成 

・平等なサービス提供 

・共通理解、共通認識 

・関係機関との連携 

・他機関との情報共有 

・運営検証、評価 

・健全育成推進協議 

・職員会議 

 


